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【目的】

血液透析患者において半減期の異なる 2種類の DPP-4 阻害薬、OMG と TNG の血糖

変動に対する効果をクロスオーバー試験にて比較する。

【対象・方法】

TNG40mg を連日内服している 5 例について、併用薬剤は一定のまま、OMG12.5mg

の週 1回投与に変更し、4週間後に TNG40mg に戻し、各薬剤での 5日連続の皮下

連続式グルコース測定（CGM）を比較した。また、OMG は曜日を決めて透析後に

スタッフが内服を確認する方法とした。

【結果】

CGM で測定した平均血糖変動幅は、クロスオーバー試験で有意差がなかった。OMG

は週 1 回透析スタッフにより投与することで服薬コンプライアンスは 100%とな

った。

【考案】

OMG 週 1回投与は TNG 連日投与に比べ、血糖変動のコントロール効果は同等であ

り、糖尿病透析患者において有用な治療法のひとつと考えられる。


